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研究成果概要 

本研究では 2022年 12月から開始する米国の重力波干渉計 LIGOと欧州の重力波干渉

計 Virgoとの国際共同観測(O4)に向け、そこで得られた観測データを自動解析してデー

タベース化するためのシステムを構築することを目的とする。 

 重力波干渉計の観測データに非定常に検出されるシグナルは突発性雑音と呼ばれてお

り、ここには重力波信号だけではなく環境雑音由来の信号も含まれている。このシグナ

ルを高精度で重力波信号と環境雑音由来の信号に分類することが Data 

Characterizationの役割である。また、環境雑音自体も地面振動、磁場、音響など

様々な要因に起因しており、その雑音源を特定できれば重力波干渉計の精度向上につな

げることが可能となる。 

 本年度は、KAGRAで O4に向けた干渉計ハードウェアのアップデートが行われてお

り、本研究では O4観測中のデータ解析のためのインフラストラクチャの整備を行っ

た。昨今のコロナ禍における出張制限のため、本年度は計算機室におけるネットワー

ク、電源周りの整備作業を行った。これにより、神岡-柏間のネットワーク疎通が確認

できた。 

 今後は引き続き計算機の整備を行いながら、観測データ解析のためのソフトウェア開

発を行う。 
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